
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成１７年１０月から、 
宇都宮市教育委員会の委員長の重責を担

うこととなりました。前任の塚田委員長の後を

引き継ぎ、市民から信頼される教育行政を行

うことができるよう、透明性のある教育委員会

を目指してまいりたいと考えております。 
さて、ご承知のとおり、子どもを巻き込んだ犯

罪は大きな社会問題となっており、これまで考

えられなかった事件が次々に発生しておりま

す。 

このような中、子どもたちが常に安心して通

学することができるよう、保護者はもちろんのこ

と、市の関連部署をはじめ自治会などの皆様

のご協力をいただきながら、登下校の安全対

策などを実施しております。 

また、昨年策定した「宮っこ未来ビジョン」に

基づき、心豊かでたくましく生きることができるよ

う、学校教育や生涯学習、文化、スポーツな

どそれぞれの分野で、具体的な計画を策定し

ているところであります。 

今後とも、夢や希望あふれる宇都宮市とな

りますよう、さらなる教育行政の充実に努めて

まいりたいと考えておりますので、市民の皆様

のご理解とご協力をお願いいたします。 
 

うつのみやし 
教育委員会だより 
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記事：学校の安全対策・ボランティア活動・不登校の児童生徒への支援

ごごごあああいいいさささつつつ   
宇都宮市教育委員会 

委員長 小寺 威夫 

教 育 委 員 の 活 動 

総合的な学習の時間視察 
日時：平成１７年１２月２１日 

内容：旭中学校の発表会 

 

学校の安全対策視察 
日時：平成１８年１月２５日 

内容：篠井小学校の集団下校 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

学校の安全対策について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
基本的な考え方 

学校や保護者、地域の皆さんなど、多くの

人の目で子どもの安全を見守っていくこと

を基本方針とし、特に登下校時に子どもを一

人にさせない対策に取り組んでおります。 

 

今後とも学校・保護者・地域の皆さん・各

関係団体などとの連携を図り、多くの人のご

支援を得ながら学校の安全対策に取り組ん

でまいりますので、皆さんのご協力をよろし

くお願いします。 

スクールガード・リーダー 

の派遣

警察官 OB６人を委嘱し、各小学

校に派遣しています。 

・ 保護者や地域のボランティアに

対する巡回のポイントや不審者

発見時の指導助言 
・ 教職員を対象にした防犯に関す

る研修会 
・ 児童を対象にした防犯教室の開

催         など 

地域との連携強化 

・ 地域児童生徒育成協議会などの開

催による具体的な安全対策の検討

と役割分担  
・ 自治会、老人会などとの連携によ

る防犯パトロール、見守り活動 
・ 地域の皆さんや関係団体などとの

連絡調整 
・ 地域 安 全マ ップ の作 成 と有 効な

活用        など 

青色防犯パトロールの実施 

学校業務職員が使用する公用車に

青色回転灯を装備して下校時に巡回

・ 不審・危険な場所のチェック 
・ 不審者や不審車両を発見した場

合に警察に通報 

具体的な取組 

学校・保護者・地域・教育委員会が連携

を図り、次のような取組を実施しています。

○ 地域との連携強化 

○ スクールガード・リーダーの派遣 

○ 青色防犯パトロールの実施 

○ 腕章の配布（各小中学校に 100 枚）

 

スクールガード・リーダーとともに通学路
を巡回する地域のボランティアの皆さん 



 
 うつのみやの人づくりを考えるパネルディスカッション（結果）  

 
 
 
 
 
 
 
 

 出前講座に伺います  
市では、昨年９月に市民の皆さんと協働で人づくりを推進するための指針「宮っこ未来ビジョ

ン」を策定しました。そこで、ビジョンの考え方をより多くの市民の皆さんにご理解いただくた

め、出前講座を開催します。 

▽内容 「ライフステージごと（乳幼児期、少年期、青年期、成人期、高齢期）の人づくり」 

「各団体（企業、学校、地域）などによる支援」など 

▽対象 自治会・会社・学校などの団体、または任意のグループ 

▽申込 開催希望日のおおむね１カ月前までに電話またはファックス、E メールで 

〒320－8540 市役所教育企画課教育推進グループ  Tel 632-2706  

Fax 639-7159   Ｅメール：u4612＠city.utsunomiya.tochigi.jp 

▽その他 

・申込団体の希望する日程を伺い調整しますが、希望に添えない場合はご了承ください。 

・派遣費用や資料代は無料です。会場および会場にかかる費用は、申込団体がご用意ください。

・要望や苦情・交渉などの場ではありません。趣旨をご理解の上、お申し込みください。  

 

１ 市長あいさつ 

○本日のパネルディスカッションをきっかけに、心豊かで

たくましい宮っこを育んでほしい。 
２ 基調講演・・・人がもつ心のあたたかさ 【松居一代】

○苦難が、生きる力と勇気を与えてくれた。子育てなどを

通して、母親の愛の強さを実感した。 
３ パネルディスカッション 

○企業は「学びの場」。経営者などが、社員に社会通念上の

常識やマナーを教え、積極的に人づくりにかかわるべき。

また、地域のニーズにこたえて主体的に人づくりを推進。

○人づくりの中心は家庭。そのためには、子育てなどを相

談するネットワーク作りが重要。ＰＴＡ活動などの大切さ

を理解し、積極的に参加してほしい。 

○地域活動における人とのふれあいや感動場面が不足。地

域の人づくりを推進する有能なリーダーの育成が必要。 

○学校における基礎・基本の定着が必要。また、各団体が、

人づくりについての役割分担を明確にし、課題解決の手立

ての共有、連携・協力を進めていくことが大切。学校は、

人づくりの既存組織の有効活用と教職員の信頼回復に努

める。 

○家庭や地域、企業、学校などが主体的な取組ができるよ

う、教育委員会として人づくりを啓発していく。 

○市民の皆さんは、パンフレット(※)を参考に対話を通し

て人づくりを推進してほしい。 

テーマ 心豊かでたくましい人を育むために ―わたしたちができること― 

日 時  平成１７年１１月６日（日） 午後１時３０分～午後４時 

場 所  市役所１４階大会議室 

松居一代 さん

パネルディスカッション

 

 

※宮っこ未来ビジョンのパンフ

レットは教育企画課 (市役所

13 階)で配付しています。  



宇都宮市の教育を支えるボランティア活動 

 ボランティアに参加しませんか  
今回紹介する活動以外でも、さまざまな分野の事業が、多くのボランティア活動によって

支えられております。 
教育委員会の各部署では、次のようなボランティアを募集しております。それぞれの参加

条件などをご確認の上、皆さんのご参加をお待ちしております。 
 
▽ 宮っ子ふれあいブック運営ボランティア…絵本の読み聞かせ、絵本の配付など。 

市立図書館 Tel）636-0231

▽ 図書館ボランティア…書架に並んでいる資料の整理整頓など。 

市立図書館 Tel）636-0231 東図書館 Tel）638-5614

▽ 街の先生…小中学校で子どもたちが行う活動のお手伝い（教育活動への支援や安全確保など）。

学校教育課 Tel）632-2733

▽ 「ﾐﾔ･ｽﾄﾘｰﾄ･ｷﾞｸﾞ 2006」サポーター…5 月 27～28 日に中心市街地で開催する演奏会の会場

整理、司会、音響など。 文化課 Tel）632-27６3

 宮っ子ふれあいブック  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「宇都宮市子ども読書活動推進計画」の一

環として、１歳 6 カ月児健康診査の会場で、

読み聞かせと絵本のプレゼントをする「宮っ

子ふれあいブック」を行っています。 

この「宮っ子ふれあいブック」は、本を介

しての親子のふれあいや家庭での読み聞か

せのきっかけ作りを目的としており、５０人

程の本好き、子ども好きの運営ボランティア

のご協力により実施しています。 

 ボランティア活動は原則月１回、保健所、

保健センター、平石・城山・姿川・瑞穂野・

雀宮の各地区市民センターの会場で活動し

ています。 

会場では、絵本を通して赤ちゃんとあたた

かいひとときを過ごして欲しいという願い

を込めて、おすすめの本の読み聞かせをした

り、子どもの本に関する相談に答えたりして

います。 

ボランティア活動の感想として「健診に訪

れた親子とのふれあいはとても楽しいもの

で、自分が元気をもらっている」という声が

多く聞かれます。実際に活動の様子を見てい

ると、親子もボランティアも終始笑顔が絶え

ません。 

また、子育て環境や絵本などについて知識

を深める研修会、他のボランティアや担当職

員とコミュニケーションを深める意見交換

会なども行い、活動に生かしています。 

 

 



 ふれあい文化教室（芸術文化講師派遣事業）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ジャパンカップを支えるボランティア活動  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
子どもたちの伝統文化に対する興味や関

心を深めることを目的に、小中学校におい

て、伝統芸能や、伝統音楽などを体験できる

「ふれあい文化教室」を行っています。 
この文化教室では、伝統音楽をはじめ、美

術、芸能、文芸、茶華道といった、学校から

の多様な要望に応じて、文化協会の会員たち

がボランティアで小中学校などに出向き、芸

の披露だけでなく、解説や指導を行いなが

ら、交流を深めており，今年度は、５６校、

延べ９１回の開催をしております。 
和楽器や伝統芸能などに直接触れ、体験で

きることは、それらに触れる（体験する）こ

とだけでなく、古来より日本人に伝わる「心

のありかた」や「美意識」といった、今日忘

れがちな、日本の伝統文化の一端を学べる

よい機会でもあり、子どもたちの興味や関

心は高く好評を得ています。 

また、講師の皆さんからは、「子どもたちが

真剣に取り組んでいることに感動した。今後

も子どもたちとのふれあいを大切にし、継続

していきたい。」といった意見も聞かれていま

す。 

 

大会を盛り上げようと、１～２週間前から

設置されている約５００本の大会のぼり旗

も地元の皆さんのボランティア活動による

ものです。 

一見華やかなイベントですが、このような

ボランティアの皆さんの、地味でもとても大

切な作業に支えられています。ボランティア

の皆さん本当にありがとうございます。 

１０月２２・２３日、ジャパンカップサ

イクルロードレースが宇都宮市で開催さ

れ、全国から訪れた観客 59,000 人が世界

のトップ選手の走りに魅了されました。 

この大会は、多くのボランティアの皆さ

んによって支えられています。 

会場となる宇都宮市森林公園や周辺道路

の美化清掃は、「会場が汚ければ、せっかく

きた選手や観客に対して宇都宮市のイメー

ジが台無しになってしまう」と、地元城山・

国本地区の皆さんが毎年行っています。 

今年は、２トントラック２台分のゴミが

集められました。また、コース脇に咲いて

いるコスモスは「大会に花を添えよう」と

地元の皆さんが大会当日に合わせて咲くよ

うに夏に種をまき、育ててくれているもの

です。 

 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『ハローミュージック』 

本校では、年間８回、朝の活動の時間に、

全校児童が体育館に集まり、一緒に歌った

り、演奏を聴き合ったりすることで、音楽に

親しむ心を育てています。 

音楽クラブの伴奏に合わせ「さあ、はじめ

よう」の歌でハローミュージックが始まり、

各学年の発表においては、歌、合奏、身体表

現などをそれぞれが工夫しています。また、

このような活動を通して、一つのものをつく

りあげる喜びを味わうことができます。 

最後は、今年のテーマ曲「世界に一つだけ

の花」を全校児童で歌います。歌声が体育館

に響き、児童は歌う楽しさを実感することが

できます。 

６年生は、このハローミュージックで発表

した合唱曲を、毎年、市の文化会館で行われ

るジュニア芸術祭学校音楽祭において発表

し、たくさんの保護者の皆さんも鑑賞に訪

れ、大変好評を得ております。 

こうした取組が、本校のよき伝統にもなっ

ています。 

ＴＥＬ ６５６－１０３１ 
ＨＰ  http://www.ueis.ed.jp/school/yokokawa-e/ 

歌ったり聴いたりする喜びを実感し、音楽に親しむ心の育成を推進しています。 

 

わ が 学 校 自 慢 

 

保護者や地域の皆さんも”海道祭りボランテ

ィア”として、子どもたちの活動の支援をして

くださいます。 

特に「もちつき」は６年生が率先して行い、

つき上がったもちは「きなこもち」にしてお昼

にみんなで食べます。 

また、１～５年生もそれぞれ独自に計画した

ゲームを自主的に運営し、他学年の子や来校し

たおとなに楽しんでもらうことによって、自立

心や成就感などを養います。 

今年度は昨年度に引き続き、「藹藹
あいあい

会」の身

体障害者療護施設の皆さんも招待し、子どもた

ちと一緒に楽しんでいただくなど、豊かな情操

を養う良い機会にもなっています。 

 
 

ＴＥＬ ６６１－６６２０ 
ＨＰ  http://www.ueis.ed.jp/school/kaido/ 

児童の自主的活動を大切にしながら「心豊かな子どもの育成」を図っています。 

『海道祭り』 

１１月に行われる《海道祭り》は、子どもた

ちが楽しみにしている伝統的な行事です。 

これは、５月の田植えから、１０月の稲刈り

まで行われる「米作り」の成果を発表する場で

あり、「もちつき」を核とした子どもたちの自

主的な活動となっております。 

海道小学校 

横川東小学校 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『創立記念 断郊競歩大会』 

  本校では保護者や本校の教育振興会（宝木

中学校元ＰＴＡ）と連携した伝統行事『創立

記念断郊競歩大会』を、昭和５８年から２２

年間続けています。 

  この大会は、全校生徒４３９人が、宝木中

学校から赤川ダム北までの往復約２０㎞を

歩きます(復路はゴミ拾いボランティア活動)。

途中、保護者と教員がコースのポイントに立

ち、声かけや交通指導を行っています。 
生徒は、ゴール地点の赤川ダムに着くと、

おにぎりと手作りの雑煮を食べます。この雑

煮は、前日、生徒・保護者・教育振興会の皆

さんがついたもちを、生徒が歩いている間に

大きな釜に入れて作っていただいたもので

す。 

また、おにぎりは教育振興会の方が所有し

ている田を借りて、１年生が農業体験で収穫

した米を用いて作っています。 
毎年、多くの生徒から、「雑煮、おにぎり、

とてもおいしかったです。」との感謝の声も

自然に出ています。 

〔写真〕 

ＴＥＬ ６２１－３９５９ 
ＨＰ  http://www.ueis.ed.jp/school/takaragi-j/ 

保護者や教育振興会と連携した伝統行事を推進しています。 

 

ィア活動では、５月に学区内にある市の文化

財の塚山古墳群の除草作業を、地元の塚山古

墳群愛護会の皆さんなどの指導の下、半日汗

を流しました。さらに、１２月には、生徒会

地域奉仕作業（全生徒による学区内公園など

の清掃）で、１年生代表 42 人が、市文化課

の職員から古墳の成り立ちなどについての

お話を伺った後、塚山古墳群の清掃を行いま

した。豊かな心の育成とともに、地元の貴重

な文化財を大切に守っていこうとする心を

育てることができました。 

 また、８月には、親子奉仕作業を早朝６時

から２時間程度行い、校内の清掃・整備に大

勢の生徒・保護者・教職員が同じく汗を流し、

充実した取組となりました。 

 

ＴＥＬ ６５５－０６７９ 
ＨＰ  http://www.ueis.ed.jp/school/wakamatuhara-j/

地域・家庭と連携し、共に心豊かな生徒の育成を図る工夫をしています。 

『ボランティア活動や奉仕活動』  
本校では、地域・家庭と連携し心豊かな生

徒の育成のため、さまざまな活動を推進して

います。その一つにボランティア活動や奉仕

活動があります。 
 ＪＲＣ（青少年赤十字）部によるボランテ

宝木中学校 

若松原中学校 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不登校の児童生徒を支援します 

教育委員会だよりに関するご意見ご感想はこちらまで 

電話：028-632-2707 

FAX：028-639-7159 

mail：u4612@city.utsunomiya.tochigi.jp 

編集発行：教育委員会教育企画課

〒320-8540 

宇都宮市旭１丁目１－５ 

学校に行けない、行かない状態が続いており、学校外の相談室や専門の教室での支援を

受けたい…こんなときは、まず教育センターにご相談ください。 

教育センターでは、継続的なカウンセリングや遊戯
ゆ う ぎ

療 法
りょうほう

などの実施に加えて、一人ひと

りの希望や状態に応じて、タイプの異なる教室(適応支援教室・相談学級)を紹介しています。

各教室に通うには、教育センターでの相談を行った上で、見学から開始します。 

 
 

○  児童生徒の状態によっては、途中から他の教室・学級へ移ることも可能です。 

○ 教育センター相談室およびまちかどの学校では、家族以外との接触や外出がほとんど

ない子を対象に、家庭訪問による相談も行っています。 

適応支援教室 
とらいあんぐる  

（天神教室・豊郷教室）

・在籍校からの通級  
・学校復帰を希望の児童

生徒対象  
・小集団活動中心  
・年度ごとに通級手続き  

（心因性）情緒障害特殊学級 
相談学級 

（簗瀬小学校） 

（心因性）情緒障害特殊学級 
相談学級 

（旭中学校） 

適応支援教室 
まちかどの学校 

（姿川教室） 

・転校による入級  
・小集団活動を中心に、  

個別活動にも対応  
・対応期間は個別に検討  
・学習指導にも重点  

・転校による入級  
・小集団活動を中心に、  

個別活動にも対応  
・卒業までを見据えた長  

期的対応  
 

・在籍校からの通級  
・仲間との交流や集団活  

動が苦手な児童生徒対  
象  

・個別活動中心（自由参  
加型の小集団活動あり）

・年度ごとに通級手続き  

各中学校 

スクールカウンセラー 

心の教室相談員 

相 談 

相 談 

不登校の児童生徒 
その保護者・教員 

 教育センター  
・来所相談、訪問相談 

・相談は無料（要予約） 

・月～金曜日 9～17 時 

・日曜日 13～17 時 

・中学生までが対象 

受 付 窓  口  
℡６３９－４３８０  

〔問い合わせ先〕 教育センター 電話６３９－４３８０ 


